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１．はじめに 

大学での研究において経過観察をする事は様々

な場面で必要になるが、本施策では限られた予算の

中で、定点かつインターバル撮影をするという要件

を満たす撮影システムの開発・運用を進めた。 

２．実施内容 

２.１ 背景 

ある研究室で機器の様子を毎日決められた時刻

に記録する必要のある実験を行っていたが、当初は

学生が目視確認していた。長期休暇などで記録でき

ない日が続くなどから、市販されている定点カメラ

での試行も行われたが、満足のいく結果にならなか

った。要件を満たす製品は高価なものとなってしま

うため技術職員への相談がなされた。 

 

２.２ 要件定義 

関係者にヒアリングした際に確定した要件を、 

以下に示す。 

「決まった時刻に写真を撮り、ストレージに記録 

 する。更に、可能であれば現場にいない状態でも 

撮影した画像を確認したい。」 

 

２.３ 機種選定 

 最初はノート PCと Webカメラ、Androidスマート

フォン等で撮影を行ったが、動作が不安定な事や、

屋外に設置したい要件も出てきたことから、 

安定性が高かった Raspberry Pi[1]と Webカメラのセ

ットへ変更した。 

 

２.４ 開発 

 Python と OpenCV の環境を Raspberry Pi にイン

ストールし、必要な設定や、Pythonの撮影プログラ

ムの開発を行った。OpenCVは Webカメラで静止画を

撮影するために必要となった（図 1）。 

また、撮影した画像は Raspberry Piの SDカード内

に保存されており、その画像を Google ドライブへ

自動アップロードすることで、遠隔地でも撮影デー

タを確認できることを実現した（図 2）。なお、Google

ドライブへのアップロードは、Rcloneというコマン

ドラインからクラウドストレージ等のファイルを

扱うコマンド群と、Linux の常駐プログラムである

cron を併用している。また、Raspberry Pi を遠隔

操作するために VNC Serverを活用した。 

 
図 1. Raspberry Piのシステム図 

 

 

図 2. Googleドライブへの転送 

 

２.５ 設置 

 Raspberry Piに電源と有線 LAN、Webカメラを接

続し、記録対象の記録を開始した。VNC Viewerにて

遠隔操作し、現在のカメラの様子を見ながら Webカ

メラのピント合わせを手動で行った。 

 

２.６ 運用 

 運用作業としては、撮影タイミングの変更や、機

器のアップデートがある。全て遠隔操作で行い、現

地で行う作業はほとんどない状況となった。 



３．屋外への挑戦 

最初のチャレンジは屋内で完結するものであっ

たが、本システムを使って屋外へ展開することとな

った。日光や風雨から守る点や、電源や LAN環境の

確保、といった新たな課題が加わった。 

 

３.１ 百葉箱サイズのケースへの収納 

百葉箱のようなサイズのケースに機器全てを収

めると、日光や風雨の心配がないことから、量販店

にてケースを購入し、システム全体を収納した。（図

3,図 4）。 

  

図 3. 屋外設置の様子  図 4. 屋外設置の様子 2 

 

３.２ 電力線通信（PLC）の活用 

電源ケーブルと LANケーブルをコルゲート菅など

を用いて屋外敷設する必要があるが、2 本をコルゲ

ート菅に入れる事は 1本の時に比べて難易度が上が

り、また菅自体も太いものにしなければならない。

そこで東朋テクノロジー株式会社の「PLINE」[2]とい

う電力線伝送装置を導入した（図 5）。片方を Master、

もう片方を Terminal とすることでペアリングが可

能となる製品である。Masterが1に対して、Terminal

を複数接続することができ、拡張性が良いと感じた。

制約としては同じブレーカー内の範囲に限られる

が、今回はこの条件をクリアしている。通信速度は

Max で 100Mbps であり、接続品質も問題なく、運用

開始してから途切れることはなかった。運用期間は

すでに 1年を超える連続稼働実績となった。 

 
図 5. 電力線伝送装置「PLINE」 

４．結果・まとめ 

当初、目視で行っていた確認作業は完全になくな

ったことで、工数削減に繋がり、データの取得も確

実なものとなった。オンライン化にする前には、

GoPro を用いオフラインで撮影データを撮り溜め、

学生が現地で定期的に確認していたが、GoPro が長

期間運用を想定しないことから、動作不良を起こし

た事もあり、気づくまでに時間がかかるケースもあ

った。新システムでは毎日 Google ドライブに画像

が転送されているため、異常が起こっても早期に気

づくことが可能となった。また今回は、Googleドラ

イブを転送先に用いたことでスマートフォンでも

容易に画像を確認することができることもメリッ

トであると感じた。 

５．今後について 

オンラインストレージへの転送に用いた「Rclone」

というプログラムは、Google ドライブの他にも

Dropbox や OneDrive などの他のオンラインストレ

ージに加え、ownCloudや Nextcloudなどのオープン

ソースのクラウドストレージにも転送することが

可能である。昨今のオンラインストレージはとりわ

け無料の枠だと、限られた少ない容量でやりくりす

る他なく、有料プランに変更し容量を増やすケース

も多い。しかし、自前でオープンソースのクラウド

ストレージを用意することで、HDD や SSD などのス

トレージやサーバ機器の初期費用はかかるものの、

ランニングコストを抑えて、必要な容量でのオンラ

インストレージを運用することも可能であり、容量

を気にすることなく永続的な画像の転送も視野に

入れることができる。 
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